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　 本 書 は，APCI（Agence pour la promo-
tion de la création indusrielle: Agency for 




































て位置づけ，欧州委員会は「Design as a 

























































ピールすべきものである（p 78‒79）。また In 
Process というストレートな社名のデザイン
企業は，人間の生活における様々な行動様式
の分析に基づいてデザインを組み立てる，ユ
ニバーサルデザインのお手本のような事例を
紹介している（p 116‒117）。
　ただエコ・フューチャーなイメージの合間
からどうしてもにじみ出てくるのは，やはり
工芸と装飾をベースとしたフランスのハイラ
イフ志向である。家具，デザート，美容用品
から，公共交通機関，案内表示版，店舗デザ
インに見て取れる快適さ，優雅さ，遊びは，
フランスであるからこそ持ちうるデザイン価
値なのかもしれない。単純に我々がフランス
のモノに憧れる一つの動機は，まぎれもなく
そこにあるのだし，BRICS など次代の産業
主導国が獲得できない「ヨーロッパ」のブラ
ンディング・デザインなのだから。
　そのような様々な文脈をあれこれ思い浮か
べながら眺めると非常に楽しいガイドブック
だ。
